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民
主
党
は
８
月
２３
日
、
総
務
部

門
会
議
（
座
長
�
福
田
昭
夫
・
衆

議
院
議
員
）
を
衆
議
院
第
２
議
員

会
館
で
開
き
、
本
会
を
は
じ
め
と

す
る
地
方
六
団
体
の
代
表
か
ら
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。
当
日
の

主
な
テ
ー
マ
は
「
平
成
２３
年
度
概

算
要
求
に
つ
い
て
」
。

本
会
を
代
表
し
て
出
席
し
た
五

本
幸
正
会
長
（
富
山
市
議
会
議

長
）
は
、
地
方
一
般
財
源
総
額
の

確
保
を
主
張
。
ま
た
、
先
の
国
会

で
継
続
審
議
と
な
っ
た
地
域
主
権

改
革
関
連
３
法
案
に
つ
い
て
は
、

「
『
国
と
地
方
の
協
議
の
場
』
の

法
制
化
、
義
務
付
け
・
枠
付
け
の

廃
止
・
縮
小
に
よ
る
条
例
制
定
権

の
拡
大
、
議
会
の
議
決
事
件
の
拡

大
等
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
地

域
主
権
改
革
の
第
一
歩
」
と
指
摘

し
、
次
の
臨
時
国
会
で
必
ず
成
立

さ
せ
る
よ
う
要
求
し
た
。

総
務
部
門
会
議
は
、
民
主
党
政

策
調
査
会
内
に
設
置
さ
れ
た
各
部

門
会
議
の
中
の
一
機
関
。
民
主
党

で
は
、
昨
年
９
月
の
政
権
与
党
の

座
へ
の
就
任
以
来
、
既
存
の
政
調

会
を
廃
止
し
て
い
た
が
、
本
年
６

月
の
菅
直
人
・
内
閣
総
理
大
臣
誕

生
を
契
機
に
、
政
調
会
を
復
活
さ

せ
た
�
政
調
会
の
機
構
に
つ
い
て

は
右
掲
の
「
機
構
図
」
を
参
照
。

本会の五本会長が意見陳述座長を務める福田衆院議員

【上】鎌田会長【下】坂
東・旭山動物園長が講演

人
口
２５
万
人
以
上
の
都
市
の
う

ち
８７
市
が
加
盟
す
る
都
市
行
政
問

題
研
究
会
（
会
長
�
鎌
田
勲
・
旭

川
市
議
会
議
長
）
は
８
月
２３
日
、

東
京
・
全
国
都
市
会
館
で
第
９２
回

総
会
を
開
き
、
特
に
、
平
成
２２
・

２３
年
度
の
調
査
研
究
テ
ー
マ
を

「
『
都
市
の
地
域
再
生
戦
略
』
〜

市
民
の
明
る
い
未
来
の
た
め
に

〜
」
に
決
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

同
研
究
会
で
は
決
定
し
た
テ
ー
マ

に
つ
い
て
、
約
２
年
間
に
わ
た
る

調
査
研
究
を
行
い
、
報
告
書
を
取

り
ま
と
め
る
こ
と
と
し
た
。

同
テ
ー
マ
は
先
の
役
員
会
に
お

い
て
協
議
し
、
今
回
の
第
９２
回
総

会
に
提
案
さ
れ
て
い
た
も
の
。
同

研
究
会
で
は
、
我
が
国
の
財
政
が

極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
、

「
地
域
再
生
が
出
来
な
け
れ
ば
、

国
の
再
生
も
な
さ
れ
な
い
」
と
し

て
、
地
域
が
本
来
の
役
割
と
責
任

を
果
た
し
、
連
携
し
て
大
き
な
発

信
力
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の

「
地
域
再
生
」
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
指
摘
。
そ
の
う
え
で
、

都
市
は
常
に
市
民
の
明
る
い
未
来

に
向
け
て
、
厳
し
い
財
政
状
況
が

続
く
こ
と
を
想
定
し
な
が
ら
効
率

的
・
効
果
的
な
地
域
再
生
戦
略
を

様
々
な
角
度
か
ら
議
論
し
て
い
く

こ
と
と
し
た
。

当
日
は
ま
た
、
坂
東
元
・
旭
川

市
旭
山
動
物
園
長
が
「
伝
え
る
の

は
命
の
輝
き
」
と
題
す
る
講
演
を

行
っ
た
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1771号９月５日平成22年
（2010年）

「
都
市
の
地
域
再
生
戦
略
」

都市研総会

２２
・
２３
年
度
調
査
研
究
テ
ー
マ
決
定

地地
方方
のの
意意
見見
をを
民民
主主
党党
総総
務務
部部
門門
会会
議議
がが
聴聴
取取

２３
年
度
概
算
要
求
な
ど

テ
ー
マ
に

（１） 平成２２年９月５日 第１７７１号



全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
（
会
長
�
石
川
一
郎
・
千
歳
市

議
会
議
長
）
は
８
月
２３
日
、
緊
急

要
望
�
左
掲
�
を
取
り
ま
と
め
、

政
府
・
与
党
に
対
し
実
行
運
動
を

展
開
し
た
。

当
日
、
実
行
運
動
班
を
構
成
し

た
メ
ン
バ
ー
は
会
長
の
ほ
か
、
相

談
役
の
う
ち
▽
馬
場
騎
一
・
三
沢

市
議
長
▽
杉
林
憲
治
・
小
松
市
議

長
▽
大
野
聰
・
福
生
市
議
長
▽
岸

浪
孝
志
・
相
模
原
市
議
長
▽
国
兼

晴
子
・
大
和
市
議
長
▽
池
田
正
義

・
舞
鶴
市
議
長
▽
浦
日
出
男
・
佐

世
保
市
議
長
―
―
が
参
加
。
原
口

一
博
・
総
務
相
、
北
澤
俊
美
・
防

衛
相
、
吉
田
お
さ
む
・
民
主
党
副

幹
事
長
ら
と
面
談
し
、
平
成
２３
年

度
基
地
対
策
関
係
予
算
へ
の
配
慮

を
求
め
た
。
ま
た
、
岸
浪
相
談
役

は
、
同
日
に
開
催
さ
れ
た
民
主
党

総
務
部
門
会
議
へ
出
席
し
、
緊
急

要
望
に
基
づ
く
意
見
を
述
べ
た
。

緊
急
要
望
の
結
果
、
総
務
相
は

基
地
・
調
整
両
交
付
金
に
つ
い
て

削
減
対
象
と
し
な
い
考
え
を
示
し

た
。
同
相
は
概
算
要
求
組
替
え
基

準
の
閣
議
決
定
を
受
け
、
義
務
的

経
費
を
聖
域
化
し
な
い
方
針
を
打

ち
出
し
て
い
た
。な
お
、基
地
交
付

金
は
義
務
的
経
費
に
該
当
す
る
。

基地対策関係予算の所要額確保
に関する緊急要望

我々基地関係市町村議会は、国家的要請である基地の
安定使用に資するため、基地に対する地域住民の十分な
理解と協力を得るべく生活環境の整備や住民福祉の向上
等に鋭意努力しているところであり、基地交付金・調整
交付金及び基地周辺対策事業は、その推進に不可欠なも
のである。
しかしながら、基地関係市町村の行財政運営は、近年
の厳しい財政状況に加え、基地の所在に伴う特殊な財政
需要の増大により、大変厳しい状況にある。
こうした中、政府においては、去る７月２７日に「平成

２３年度予算の概算要求組替え基準について」を閣議決定
し、各省に対し対前年度比一割削減の概算要求枠が設定
されている。
基地交付金・調整交付金は、基地所在市町村が施設の
所在に伴う財政需要に対処するため、固定資産税の代替
的性格をもつ一般財源として交付されており、これまで、
固定資産税の評価替えの翌年度に増額されてきており、
平成２２年度予算においても増額が図られている。
また、基地周辺対策経費については、国家補償的性格
を有し、基地との調和・共存を図るための施策への対応
は、国の責任において適切に行われるべきであり、確実
に確保される必要がある。
よって、国においては、基地関係市町村の特殊性を十
分ご理解いただき、基地交付金・調整交付金及び基地周
辺対策経費を削減することなく、所要額を確保するよう
強く要望する。

平成２２年８月２３日

全国市議会議長会基地協議会
会 長 石 川 一 郎

（千歳市議会議長）

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議

会
協
議
会
（
会
長
�
西
條
正
道
・

徳
島
市
議
会
議
長
）
で
は
１０
月
１４

日
の
午
後
１
時
か
ら
、
東
京
・
都

市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
「
第
６
回

地
域
医
療
政
策
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

参
加
申
し
込
み
は
既
に
受
け
付

け
て
お
り
、
先
着
順
で
定
員
の
４

０
０
人
が
集
ま
り
次
第
、
募
集
を

締
め
切
り
ま
す
。
参
加
費
は
、
当

協
議
会
加
盟
市
が
無
料
、
未
加
盟

市
が
１
人
２
０
０
０
円
。
皆
様
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
募
集
の
詳
細
は
、
本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
願
い
ま
す
。

２３
年
度
予
算
概
算
要
求
組
替
え
基
準
受
け

本本
会会
基基
地地
協協
がが
緊緊
急急
実実
行行
運運
動動

第第
６６
回回
地地
域域
医医
療療
政政
策策

セセ
ミミ
ナナ
ーー
をを
１１００
月月
開開
催催
本 会
病院協

相
模
原
市
議
長（
右
）が
民
主
総
務

部
門
会
議（
左
・
福
田
座
長
）へ
出

席
【
下
】
吉
田
民
主
副
幹
事
長
と

【
上
】
基
地
協
実
行
運
動
班
が
原
口
総
務
相
と
面
談（
右
か
ら
三
沢
市
、

大
和
市
、
福
生
市
、
小
松
市
、
佐
世
保
市
、
総
務
相
、
千
歳
市
、
相
模

原
市
、
舞
鶴
市
、
橘
秀
徳
・
衆
議
院
議
員
【
下
】
北
澤
防
衛
相
と
面
談

第１７７１号 平成２２年９月５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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平成２２年度第１回

「監査委員特別講座」開催
市町村アカデミー主催

市町村アカデミーでは、全国の市町村の監査委員の方々を対象として、
監査委員制度の役割、地方公共団体財政健全化法等の重要課題について学
ぶ特別講座を昨年度より開催しています。
今回は、各分野でご活躍されている講師の方々による講義が行われる予
定となっています。
多くの皆様方のご参加をお待ちしております。

◆日 時：平成２２年１１月１日（月）１３：００から
１１月２日（火）１４：３５まで

１１月１日 講演
１３：３０～１４：３０「監査機能の充実・強化について」
総務省自治行政局行政課長 安田 充 氏

１４：４５～１６：４５「監査委員制度の役割」
明治大学大学院法務研究科教授 碓井 光明 氏

１８：００～ 交流会（所内宿泊）
１１月２日 講演
９：３０～１２：３０「地方公共団体財政健全化法と財政改革」
明治大学公共政策大学院
ガバナンス研究科教授 兼村 �文 氏

１３：３０～１４：３０「監査委員に期待すること」
（株）地域活性化研究所代表・
ジャーナリスト 川島 正英 氏

※講演の内容等は、一部変更になる場合がございます。

◆場 所：市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）
（千葉市美浜区浜田１丁目１番）

◆申込期限：平成２２年９月１５日（水）※定員５０人
◆申込方法：参加申込書（市町村アカデミーのホームページからダウンロ

ードできます）を郵送またはファックスしてください。
◆参 加 費：７，７００円（宿泊費、食費等を含む）
◆決定通知：申込書受理後、決定通知に併せて必要な資料を送付いたしま

す。
◆申込・照会先：〒２６１－００２５ 千葉市美浜区浜田１丁目１番
◆担 当：粟田・菅野 �０４３－２７６－３１２６（研修部）

FAX ０４３‐２７６‐８４８４ ホームページhttp : //www.jamp.gr.jp

本
会
で
は
、
４
年
ご
と
に
刊
行

し
て
お
り
ま
す
「
全
国
都
市
の
特

色
あ
る
施
策
集
」
の
平
成
２３
年
度

版
を
ま
と
め
る
た
め
、
全
国
８
０

９
市
区
（
平
成
２２
年
４
月
１
日
現

在
）
を
対
象
に
、
本
書
へ
の
掲
載

施
策
の
原
稿
の
作
成
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。

２３
年
度
版
で
は
、
「
ひ
と
づ
く

り
・
ま
ち
づ
く
り
〜
明
日
へ
の
挑

戦
〜
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
「
ひ
と
」

と
「
ま
ち
」
を
結
ぶ
各
市
の
創
意

工
夫
を
凝
ら
し
た
取
り
組
み
を
中

心
に
綴
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。ま

た
、
本
会
で
は
、
２３
年
度
版

よ
り
本
書
の
出
版
の
み
な
ら
ず
、

電
子
媒
体
を
通
じ
て
本
書
全
文
を

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、

関
係
者
を
は
じ
め
広
く
市
民
、
国

民
に
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
市
議

会
施
策
シ
ス
テ
ム
（
以
下
「
Ｓ
Ｓ

Ｓ
」
）
を
構
築
し
ま
し
た
。
Ｓ
Ｓ

Ｓ
は
、
本
書
全
文
を
検
索
で
き
る

ほ
か
、
原
稿
入
力
、
寄
稿
等
に
も

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
つ
き
ま

し
て
は
、
各
市
議
会
事
務
局
の
皆

様
を
は
じ
め
、
施
策
担
当
の
皆
様

の
積
極
的
な
Ｓ
Ｓ
Ｓ
の
ご
利
用
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
Ｓ

Ｓ
Ｓ
の
ほ
か
書
面
・
メ
ー
ル
で
も

寄
稿
い
た
だ
け
ま
す
。

本
書
の
原
稿
依
頼
文
や
Ｓ
Ｓ
Ｓ

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
は
、
８
月
１０
日
付

で
各
市
議
会
事
務
局
長
様
宛
に
お

送
り
し
て
お
り
ま
す
。

■
寄
稿
締
切
日
�
平
成
２２
年
１０
月

１５
日
（
金
）

■
問
合
せ
先
�
全
国
市
議
会
議
長

会
調
査
広
報
部

担
当

大
仲

�
０
３
（
３
２
６
２
）
５
２
３
７

�
東
京
市
政
調
査
会
が
「
都
市

問
題
」
公
開
講
座
を
１０
月
２
日
、

岩
手
県
盛
岡
市
に
て
開
催
し
ま
す

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
テ
ー
マ

は
「
岐
路
に
立
つ
地
域
医
療
」
。

地
域
医
療
の
危
機
が
叫
ば
れ
て

久
し
い
現
在
、
都
市
・
農
村
を
問

わ
ず
医
師
の
不
足
や
診
療
科
目
間

の
偏
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
の
地
方
財
政
の
逼
迫
、
自
治

体
財
政
健
全
化
法
の
連
結
決
算
な

ど
に
よ
り
、
公
立
病
院
や
診
療
所

の
閉
鎖
・
規
模
縮
小
が
続
出
。
少

子
・
高
齢
化
の
中
で
ひ
と
の
命
を

守
る
医
療
の
重
要
性
は
一
段
と
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
し
っ
か
り
と
し

た
地
域
医
療
を
構
築
す
る
に
は
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。
地
域
医

療
に
先
進
的
試
み
を
重
ね
て
き
た

岩
手
・
盛
岡
の
地
で
探
り
ま
す
。

【
開
催
日
時
】
１０
月
２
日
（
土
）

１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

【
開
催
地
】
サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡
１

階
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」

【
基
調
講
演
】
貴
田
岡
博
史
氏

（
岩
手
県
立
遠
野
病
院
長
）

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

▽
天
野
巡
一
氏
（
青
森
公
立
大
学

教
授
）
▽
熊
坂
義
裕
氏
（
盛
岡
大

学
教
授
、
前
宮
古
市
長
）
▽
杉
元

順
子
氏
（
医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
）
▽
千
葉
茂
樹
氏
（
岩
手
県
保

健
福
祉
部
長
）
▽
新
藤
宗
幸
氏

（
千
葉
大
学
教
授
）
�
司
会

【
問
合
せ
先
】
東
京
市
政
調
査
会

研
究
室

�
０
３
（
３
５
９
１
）
１
２
６
１

※
参
加
費
は
無
料
、
申
し
込
み
は

東
京
市
政
調
査
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http

�//w
w
w
.tim
r.or.jp)

で

平成２２年度第２回

「市町村議会議員特別セミナー」開催
市町村アカデミー主催

市町村アカデミーでは、全国の市町村議会及び東京都２３区議会の議員の
皆様を対象として、自治体が直面している重要課題や時局の話題を取り上
げる宿泊型特別セミナーを毎年度開催しております。
今回は、「分権時代の地方議会」など、最新の情報をもとにそれぞれの
分野で活躍されている講師の方々にご講演いただきます。
多くの皆様方のご参加をお待ち申し上げます。

◆日 時：平成２２年１１月４日（木）１３：００から
１１月５日（金）１２：３０まで

１１月４日 講演
１３：３０～１５：００「分権時代の地方議会」
政策研究大学院教授 飯尾 潤 氏

１５：１５～１６：４５「日本政治の行方」
毎日新聞社論説副委員長 与良 正男 氏

１１月５日 講演
９：３０～１０：５０「商店街の活性化とまちづくり

～丸亀町商店街から学ぶ～」
高松市丸亀町商店街振興組合専務理事
高松丸亀町まちづくり（株）取締役 熊 紀三夫 氏

１１：０５～１２：２５「新たな子育ての時代を迎えて
～自治体の役割～」

恵泉女学園大学大学院教授
ＮＰＯ法人あい・ぽーとステーション代表理事

大日向雅美 氏
※講演の内容等は、一部変更になる場合がございます。
◆場 所：市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）

（千葉市美浜区浜田１丁目１番）
◆申込期限：平成２２年９月３０日（木）※人数に達した場合は選考等。
◆申込方法：参加申込書（市町村アカデミーのホームページからダウンロ

ードできます）をファックスしてください。
◆参 加 費：１０，０００円（宿泊費、食費等を含む）
◆決定通知：申込書受理後、決定通知に併せて必要な資料を送付いたしま

す。
◆申込・照会先：〒２６１－００２５ 千葉市美浜区浜田１丁目１番
◆担 当：舩越・川邉 �０４３－２７６－３１２６（研修部）

FAX ０４３‐２７６‐８４８４ ホームページhttp : //www.jamp.gr.jp

全全国国都都市市のの特特色色ああるる施施策策集集
のの原原稿稿作作成成ににごご協協力力をを

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

施
策
集
全
文
を
掲
載
へ

１０
月
に「
都
市
問
題
」公
開
講
座

東京市政
調 査 会

岐
路
に
立
つ
地
域
医
療

２３年度版

（３） 平成２２年９月５日 第１７７１号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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平
成
２０
年
９
月
に
「
障
害
の
あ

る
児
童
及
び
生
徒
の
た
め
の
教
科

用
特
定
図
書
等
の
普
及
の
促
進
等

に
関
す
る
法
律
（
教
科
書
バ
リ
ア

フ
リ
ー
法
）
」
が
施
行
さ
れ
た
。

法
施
行
を
機
に
�
日
本
障
害
者
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協
力
を
得
て
、

学
習
障
が
い
（
Ｌ
Ｄ
）
な
ど
発
達
障

が
い
の
あ
る
児
童
・
生
徒
に
向
け

た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
デ
イ
ジ
ー
教

科
書
の
製
作
・
提
供
を
始
め
た
。

デ
イ
ジ
ー
（
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
）
と

は
、D

i
g
i
t
a
l
A
c
c
e
s
s
i
b
l

e
I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
S
y
s
t
e

m

の
略
。
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
デ

イ
ジ
ー
教
科
書
は
、
パ
ソ
コ
ン
で

教
科
書
を
再
生
す
る
シ
ス
テ
ム
で

あ
り
、
読
み
上
げ
ら
れ
た
音
声
を

耳
で
追
い
つ
つ
、
文
字
や
画
像
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
カ
ラ
オ
ケ

の
画
面
を
想
像
す
る
と
分
か
り
や

す
い
。
２１
年
１２
月
現
在
、
全
国
で
約

３
０
０
人
の
児
童
・
生
徒
に
利
用

さ
れ
、
学
習
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

し
か
し
デ
イ
ジ
ー
教
科
書
は
、

制
作
に
要
す
る
時
間
と
費
用
が
か

さ
む
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
頼
み
の
現

状
で
は
、
必
要
と
す
る
児
童
・
生

徒
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
な
い
。

そ
こ
で
意
見
書
で
は
、
積
極
的
な

普
及
体
制
の
整
備
や
予
算
措
置
を

国
に
講
ず
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

▼
議
長

▽
野
田

中
村
利
久
（
６
・
９
）

▽
所
沢

安
田
義
広
（
６
・
１０
）

▽
千
葉

茂
手
木
直
忠
（
６
・
１０
）

▽
船
橋

浅
野
正
明
（
６
・
１０
）

▼
副
議
長

▽
土
浦

竹
内

裕
（
３
・
２４
）

▽
さ
い
た
ま

高
橋
勝
頼
（
６
・
９
）

▽
野
田

木
村
た
か
子
（
６
・
９
）

▽
輪
島

漆
谷
豊
和
（
６
・
１０
）

▽
所
沢

久
保
田
茂
男
（
６
・
１０
）

▽
千
葉

三
瓶
輝
枝
（
６
・
１０
）

▽
三
郷
市
（
埼
玉
県
）

�
０
４
８
（
９
３
０
）
７
７
６
８

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
に
つ
い
て
は
、

変
更
な
し

本
会
で
は
こ
の
ほ
ど
、
各
市
議
会
か
ら
任
意
に
提
供
さ
れ
た
、
６
月
定
例
会
を
中
心
と
し
た
意
見
書
・

決
議
の
議
決
状
況
を
（
上
）
（
下
）
に
ま
と
め
た
。
今
回
（
上
）
で
は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
公
費
助
成
を
求
め
る
も
の
が
、
意
見
書
・
決
議
を
合
わ
せ
て
５８
件
で
最
多
と
な
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
デ
イ
ジ
ー
教
科
書
の
普
及
促
進
を
求
め
る
意
見
書
が
急
増
し
た
。

議会 デ
イ
ジ
ー
教
科
書
の
普
及
促
進
が
急
増

６６
月月
定定
例例
会会
のの

意意
見見
書書
・・
決決
議議
のの
状状
況況

（上）

意見書・決議の議決状況（上） （２２．５．１～７．３１）

決 議
【税・財政】 【 ７６】 【 ０】
○地方財政の充実強化 ３５ ―
○子ども手当の見直し・廃止 １７ ―
○財政の健全化 １５ ―
○その他 ９ ―
【地方行政・議会・選挙】 【 ５０】 【 ３】
○永住外国人への地方参政権付与の法制化に ３９ ―
反対・慎重な対応を
○地方議会議員年金制度の廃止 ３ １
○その他 ８ ２
【医療・保健衛生】 【 １９６】 【 ３】
○子宮頸がん予防ワクチン接種の公費助成 ５６ ２
○機能性低血糖に係る国の取り組み ３３ ―
○国民健康保険に対する国庫負担の見直し・ ２４ ―
増額
○ヒブ、肺炎球菌及び子宮頸がんワクチンへ １５ ―
の公費助成
○子どもの医療費助成、無料化 １３ ―
○ヒブ、肺炎球菌ワクチン接種の公費助成 １０ １
○Ｂ・Ｃ型肝炎患者の早期救済 ８ ―
○その他 ３７ ―
【教育・文化】 【 ２１９】 【 ２】
○義務教育費国庫負担制度の堅持・負担率２ ５６ ―
分の１への復元など
○発達障がいや、その他文字を認識すること ４９ ―
に困難のある児童・生徒のためのマルチメ
ディアデイジー教科書の普及促進
○教育予算の拡充 ４２ ―
○３０人以下学級実現、教員賃金改善など ３０ ―
○少人数学級の実現 ７ ―
○その他 ３５ ２
【農林・水産】 【 １８４】 【 ３】
○口蹄疫対策の充実 ４９ ２
○コメ戸別所得補償対策等の見直し ２０ ―
○農業農村整備事業に係る予算措置 ２０ ―
○備蓄米買い入れと米価の回復・安定 １５ ―
○森林・林業の再生 １０ ―
○戸別所得補償制度の本格実施に向け、生産 ８ ―
者が意欲と希望を持って営農に取り組める
制度へ
○食品表示制度の抜本改正 ７ ―
○ＥＰＡ・ＦＴＡ路線の見直し ７ ―
○その他 ４８ １
【公害・環境保全】 【 １６】 【 ０】
○石炭じん肺患者とトンネルじん肺患者の救 ４ ―
済制度創設
○アスベスト被害者の救済 ２ ―
○その他 １０ ―
【合 計】 【 ７４１】 【 １１】
【総合計】 【 １，１３６】 【 ３５】

意見書件 名

９月５日現在の市数
８０９市

うち

指定都市 １９市

中核市 ４０市

特例市 ４１市

一般市 ６８６市

特別区 ２３区

議議
会会
人人
事事

電電
話話
番番
号号
等等
変変
更更
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